シンポジウム「市民の環境ガバナンスと環境教育」の主旨

　北海道大学大学院地球環境科学研究科の小野有五教授を中心とする研究グループは、２００２年４月から、文部省科学研究費学術創成研究「グローバリゼーション時代におけるガバナンスの変容に関する比較研究」の中で、特に環境に関わるガバナンスの研究を行ってきました。
　グローバリゼーション時代においては、二酸化炭素の排出削減や生物多様性の維持といった地球規模の環境問題だけでなく、地域のさまざまな環境問題に関わるガバナンスの重要性がますます高まっています。なぜならば、地球規模の問題は、すべて地域でのローカルな問題に誠実に対処しない限り解決できないことが、明らかになってきたからです。
　「グローバリゼーション時代におけるガバナンス」とは、まず「地域の環境問題に地域住民がきちんと対処できることである」というのが１年間の研究の結論でもあり
ます。
　ガバナンスは統治とも訳されますが、ここでは市民が主体となって地域の環境問題を解決したり、必要とされる環境政策に行政を誘導していくことをさしています。しかし、現実には、環境についてのこのような市民ガバナンスの実現はまだきわめて不十分であると言わざるをえません。市民ガバナンスを実現するためには、環境についての十分な意識や知識を持ち、市民が主体となって行政を動かしていけるような「しくみ」づくりができる市民を育てることが緊急の課題です。
　そのためには、大学や大学院も、これまでとは違ったかたちで、そのような市民を育てることを目標にした教育をしていかなければなりません。
　そこで、このシンポジウムでは以下の３つのテーマを検討したいと思います。
第１部（北大；学術交流会館で開催　９：３０－１７：００）

（１）いま大学や大学院では、市民や学生へのどのような環境教育を目指すべきか。
（２）北米のいくつかの大学院で実績をあげている「環境スクール」はどんなものか、またそれと似た「環境大学院」を北海道でつくることは可能か。

第２部（かでる２・７で開催　１８：００－２０：３０）

（３）市民ガバナンスの実現には、市民へのどのような環境教育が有効か。

ドイツ、フライブルク市と徳島市で、環境問題にかかわる市民ガバナンスがどのように実現できたかを今泉みね子さん、姫野雅義さんに紹介していただき、みんなで考えたいと思います。
　　　　　　　２００３年１月３１日　　　　　　　　小野　有五

パネル・ディスカッション

「北海道での環境大学院の可能性」の主旨

パネリスト（順不同）：

阿部　治　　立教大学

神田　房行　　北海道教育大学釧路校


畠山　武道　　北海道大学


森　哲郎　㈱KPMG審査登録機構


山本　幹彦　　NPO法人・当別エコロジカルコミュニティー
　午前・午後のご講演をふまえ、パネル・ディスカッションでは、北海道で北米の「環境スクール」のような「環境大学院」をつくる意味はあるか、またその可能性は、といった問題を討議したいと思います。

　たとえば北海道大学では、現在、教育組織と研究組織の分離を目指す改革が進められており、その中で、「環境」を掲げる教育組織として「環境科学院」構想が出されています。本当に魅力のある大学院をつくるためには、単なる組織の再編ではなく、どのような教育をし、どんな学生を育てるのか、という明確な目標を絞り込むことが必要でしょう。また、道内の各大学との連携、地域との連携もこれまで以上に重要になると思います。
　環境教育にさまざまな観点や立場から関わってこられたパネリストの皆様に、北海道での環境大学院はどうあるべきか、日本のなかで、北海道にはどのような分野の環境教育を求めるか、といった課題を討議していただきたいと願っております。

　コーディネーター：小野　有五

第２部　「持続的な社会の実現をめざす市民ガバナンス」
かでる２・７　（１８：００－２０：３０）

講演

１：今泉みね子（環境ジャーナリスト：フライブルク在住）

　「ドイツの『森の幼稚園』と市民が決める環境政策」　

２：姫野雅義（ＮＰＯ吉野川みんなの会）
　「吉野川第十堰の改変を中止させた市民ガバナンス」

司会　　小野　有五

　環境に関わる市民ガバナンスを実現した２つの例として、ドイツ、フライブルク市と徳島市を取り上げ、それぞれについて今泉さん、姫野さんにご紹介いただきます。今泉さんからは、特に市民が主体となってどのような環境への取り組みが行われ、それが地域やさらにドイツ全体の環境政策を変えるに至ったか、というお話をしていただく予定です。また、子どものときから環境や自然に対する意識を育むための「森の幼稚園」の活動についても紹介していただきます。

　姫野さんは、一市民として吉野川第十堰を守る運動を起こされ、ついには徳島市全体での住民投票によって、国（旧建設省）の政策であった第十堰の改変を阻止されました。これこそ、環境に関わる市民ガバナンスのモデルであると私は思います。

　ムダな公共事業、とくに不必要なダム建設による大規模公共事業が問題となっていますが、北海道でも、サンルダム、当別ダム、平取ダム、シューパロダム、忠別ダムなど、ムダなダム計画がたくさんあります。ここでは特にサンルダムの例をとりあげ、資料集にのせました。ダム本来の建設目的が科学的にはまったく説明できないダム
です。
　自然河川を壊すだけのこのようなダム計画は、根本的な見直しが必要です。とくに地域住民にとって、ダム建設による環境破壊は、エコツーリズムによる持続的な地場産業の可能性をなくすだけでなく、水道料金の値上げ、水質悪化など多くのマイナスをもたらします。しかし、狭い地域社会の中で反対の声をあげにくいといった事情や、無関心、ダム建設によって一時的な利益を獲得できる人々による建設推進活動などのために、計画がそのまま進行する例が多く見られます。このような問題にこそ、市民ガバナンスの実現が緊急に求められているのです。お二人の講演をきき、ぜひ現実の問題にどう対処すべきかを検討していただきたいと思います。
札幌でのシンポジウムに関連する催し
２月１日（土）１３：３０－１６：００
名寄市民文化センター

「市民が主体の環境教育」

１：講演
今泉みね子「ドイツにおける住民と環境教育」

２：パネルディスカッション

　　報告１：姫野雅義「吉野川第十堰と市民」

　　報告２：小野有五「道北の環境問題と環境学習」

ディスカッション：今泉みね子・姫野雅義・はた万次郎

コーディネーター：小野有五

（主催：北大　高等法政教育研究センター
共催：名寄自然に親しむ会・下川自然を考える会）
　サンルダムが計画されている下川町から、はた万次郎さんをお招きし、名寄市だけでなく道北全体の自然環境に重大な影響を与えるこのダム計画について、市民ガバ
ナンスの視点から討議したいと思います。

２月１日（土）１８：３－２０：３０

旭川勤労者福祉会館

　「ともに考えよう『環境教育』」

パネルデイスカッション
今泉みね子・姫野雅義・松山俊実；コーディネーター：小野有五

（主催：旭川・森と川ネット２１、　環境学習フォーラム北海道）

　旭川は「川の街」として知られ、市内には石狩川とその多くの支流が流れこんでいます。それぞれの川は自然に恵まれていながら、現在の環境は決して良いとはいえません。水質の悪化だけでなく河畔林が失われ、かつてはまわりの山や丘とつながっていた「緑の回廊」が分断されています。市民が主体となった２１世紀の旭川の街づくりはどうあるべきか、また、道北の自然環境に大きな影響を与えるサンルダム建設に対して、旭川市民はどういう態度をとるべきなのか、を討議したいと思います。

